
発言順 議員名 質　問　事　項

１ 内　田　大　治

　 ・ ケーブルテレビについて
　 ・ 地域局長調整費について　
　 ・ 本市の定住促進対策について
　 ・ 県道新見川上線道路改良について

２ 難　波　英　夫

　 ・ 農業と地域経済を破壊するＴＰＰ （環太平洋連携協定） への参加をやめさせることについて
　 ・ 地域経済の活性化につながる住宅リフォーム助成制度の創設について　
　 ・ 市庁舎建てかえについて
　 ・ 鳥インフルエンザ防止対策について
　 ・ オフトークについて

３ 三　上　孝　子 　 ・ 市民が安心できる医療、 介護予防の実現を

４ 川　上　博　司
　 ・ 買い物弱者対策について
　 ・ 副市長の不在について
　 ・ 駅のバリアフリー化と新庁舎について

５ 山　縣　喜　義
　 ・ 平成 23 年度予算について
　 ・ 特別会計の統廃合について
　 ・ 老人福祉施設の外部委託について

６ 森　田　仲　一 　 ・ 地域活性化と経済対策について

７ 大　森　一　生 　 ・ ＳＷＯＴ分析から見た高梁市の経済振興と教育振興について

８ 丸　山　茂　紀
　 ・ 昨年実施された国勢調査について
　 ・ 土砂災害防止法に基づく基礎調査について
　 ・ 国土調査について

９ 宮　田　好　夫
　 ・ 子育てナンバーワンの自治体としてＰＲを
　 ・ 朝霧温泉 「ゆ ・ ら ・ ら」 で健康づくりを
　 ・ 市立高校の展望について

１０ 妹　尾　直　言
　 ・ 近藤市長の政治姿勢について
　 ・ 高梁市独自の医療 ・ 福祉の展開について
　 ・ 市立成羽病院について

１１ 小　林　重　樹
　 ・ 観光振興について
　 ・ 公共交通施策について

１２ 田　島　　 　肇
　 ・ 新庁舎建設について
　 ・ 総合文化会館及び文化交流館の周辺整備について
　 ・ 副市長の選任について

１３ 宮　田　公　人

　 ・ 高齢者の移動手段確保対策について
　 ・ 朝霧温泉 「ゆ ・ ら ・ ら」 について
　 ・ 庁舎建設、 駅周辺整備と情報公開について
　 ・ 市長は自身のマニフェストの中間評価を市民に示すべきではないか

３月定例議会・一般質問の概要

市政の　ここが聞きたい ！

掲載している各議員の記事は、質問者自らが作成したものです。

　３月定例議会では、 ３月８日 ・ ９日 ・ 10 日の 3 日間にわたり、 13 名
の議員がそれぞれの視点 ・観点から一般質問を行いました。一般質問
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

内
田　

月
額
利
用
料
金
は
想

定
加
入
率
に
よ
り
消
費
税
込

み
で
、
２
３
１
０
円
と
設
定

さ
れ
て
い
た
が
、
当
初
予
定

よ
り
加
入
率
が
大
き
く
上

回
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
利
用

料
金
が
減
額
さ
れ
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

総
務
部
長　

市
民
皆
様
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
加
入
率
が

上
回
っ
た
。
市
全
体
で
74
％

の
加
入
率
に
な
っ
て
お
り
想

定
よ
り
も
６
０
０
世
帯
強
の

増
加
と
試
算
し
て
い
る
。
一

方
、
事
業
者
に
お
い
て
も
、

加
入
促
進
の
た
め
に
指
定
店

の
設
置
あ
る
い
は
加
入
金
、

負
担
金
免
除
等
の
負
担
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

地
域
局
長
調
整
費
に
つ
い
て

内
田　

各
地
域
局
一
律
の
調

整
費
に
な
っ
て
い
る
が
、
地

域
の
実
情
を
勘
案
し
て
増
額

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

各
地
域
局
長
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
予
算
計
上
し
て

い
る
。
次
年
度
か
ら
は
検
討

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

県
道
新
見
川
上
線
道
路
改
良

に
つ
い
て

内
田　

県
道
新
見
川
上
線
の

う
ち
、
川
合
か
ら
井
川
間
に

未
改
良
部
分
が
約
４
km
あ

る
。
特
に
川
合
か
ら
１
km
部

分
は
道
路
幅
も
狭
く
、
降
雨

量
30
㎜
／
時
に
は
通
行
止
と

な
る
。
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
工
事
を

中
止
し
て
い
る
布
瀬
地
内
の

早
期
工
事
着
工
を
県
に
要
望

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長　

県
道
新
見

川
上
線
及
び
国
道
１
８
０
号

線
は
高
梁
市
と
新
見
市
を
結

ぶ
重
要
な
路
線
で
あ
る
。
ご

指
摘
の
区
間
は
、
川
と
急
峻

な
山
と
の
間
で

幅
員
も
狭
く
安

全
な
交
通
対
策

が
と
れ
て
い
な

い
。
現
在
中
断

し
て
い
る
布
瀬

地
区
に
つ
い
て

は
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。
早

期
に
改
良
工
事

が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お

り
、
県
に
対
し

着
手
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
順
次
改
良
を
進
め

る
よ
う
に
要
望
す
る
。

農
業
と
地
域
経
済
を
破
壊
す

る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携

協
定
）
へ
の
参
加
を
や
め
さ

せ
る
こ
と

難
波　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た

場
合
の
本
市
へ
の
影
響
に
つ

い
て
12
月
議
会
で
は
、
わ

か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
今
は

ど
う
か
。

産
業
経
済
部
長　

本
市
に
お

い
て
は
、
農
業
所
得
の
低
下

と
な
り
就
農
者
の
減
少
、
過

疎
、
高
齢
化
に
一
層
拍
車
を

か
け
る
。
荒
廃
地
の
増
加
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
認
識

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
影
響
額
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
な
数
値
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
数

字
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き

な
い
。

難
波　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
や
市

民
生
活
へ
の
影
響
を
市
民
に

知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
農
協

な
ど
と
共
同
し
て
、
国
に
対

し
参
加
を
や
め
る
よ
う
求
め

る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長　

農
協
を
は

じ
め
農
業
団
体
が
反
対
行
動

を
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

び
ほ
く
に
お
か
れ
て
も
反
対

の
署
名
運
動
を
展
開
さ
れ
て

い
る
。
協
力
要
請
も
い
た
だ

い
て
お
り
、
市
と
し
て
も
で

き
る
範
囲
で
支
援
し
て
い
き

た
い
。

市
長　

現
状
で
は
到
底
容
認

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
当

然
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
は
反
対

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

　

ま
た
全
国
市
長
会
で
も
統

一
し
た
意
見
と
し
て
農
水
省

に
要
請
し
て
い
る
。
こ
れ
を

一
層
強
く
表
明
を
す
る
こ
と

を
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
創
設
に
つ
い
て

難
波　

全
国
各
地
で
持
ち
家

の
増
改
築
や
、
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
要
す
る
費
用
の
一
定

額
を
行
政
が
助
成
す
る
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が

創
設
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

こ
の
こ
と
が
、
市
民
の
家

計
と
地
元
業
者
を
応
援
す
る

こ
と
と
な
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
本
市

で
も
補
助
金
を
支
給
す
る
制

度
を
実
現
さ
れ
て
は
ど
う

か
。

産
業
経
済
部
長　

市
内
の
中

小
業
者
の
支
援
と
い
う
部
分

も
あ
り
、
先
進
地
の
実
績
把

握
や
研
究
調
査
を
行
い
た

い
。
も
し
、
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
る
と
、
国
や
県

に
対
し
て
補
助
な
ど
の
助
成

の
要
望
も
必
要
と
考
え
る
。 県道新見川上線の様子

 

難波英夫 議員

 答　当然、賛成はできない
 

内田大治 議員

 答　着手できるところから順次改  
     良を進める　
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 問　県道新見川上線の
　　 早期改良を求める！

 問  ＴＰＰへの参加をやめ
     させること



川
上　

食
料
品
等
の
日
常
の

買
い
物
が
困
難
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
る
方
が
買
い
物
弱

者
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
５
月
に
経
済
産
業
省
が
公

表
し
た
「
地
域
生
活
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
る
流
通
の
あ
り
方

研
究
会
」
の
発
表
に
よ
り
ま

す
と
、
全
国
の
60
歳
以
上
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地
域
の

不
便
な
点
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
日
常
の
買
い
物
が
不

便
」と
い
う
声
が
１
６
．８
％

と
最
も
高
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
車
や
移
動
手
段
が
な

く
て
買
い
物
が
で
き
な
い
、

バ
ス
停
ま
で
遠
く
て
歩
く
の

が
つ
ら
い
等
、
買
い
物
弱
者

の
数
は
全
国
で
約
６
０
０
万

人
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
市
の
買
い

物
弱
者
の
実
態
を
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を

検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

市
民
生
活
部
長　

本

市
の
買
い
物
弱
者
は
、

２
５
０
０
名
以
上
と

推
定
さ
れ
る
。
対
策

と
し
て
、
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
な
ど

に
取
り
組
む
中
で
、
市
民
が

利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

川
上　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

は
必
要
だ
が
、
駅
前
西
側

ロ
ー
タ
リ
ー
整
備
と
合
わ
せ

て
駅
を
橋
上
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
甚
だ
疑
問
だ
。
駅

の
橋
上
化
は
白
紙
撤
回
す
べ

き
で
な
い
か
。

市
長　

新
庁
舎
等
検
討
協
議

会
の
提
言
と
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
市
民
の
意

見
も
聞
い
て
参
考
に
し
な
が

ら
、
Ｊ
Ｒ
側
と
慎
重
に
協
議

し
て
ま
い
り
た
い
。

川
上　

市
庁
舎
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
、｢

位
置
は
駅
前

が
い
い
ん
で
す
が
ね｣

と
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
つ
ぶ

や
き
の
真
意
は
何
か
。

市
長　

新
庁
舎
の
建
て
替
え

の
議
論
が
深
ま
り
、
説
明
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
な

が
ら
、
つ
ぶ
や
い
た
。

三
上　

3
月
2
日
の
山
陽
新

聞
は
、
医
療
を
め
ぐ
る
受
診

の
遅
れ
に
よ
っ
て
24
都
道
府

県
で
71
人
が
死
亡
し
て
い
る

と
報
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
全
日
本
民
主
医
療
機
関

が
全
国
の
病
院
・
診
療
所

１
７
６
７
施
設
を
調
査
し
た

結
果
（
21
年
度
）
で
す
。
調

査
で
亡
く
な
ら
れ
た
71
人
は

前
年
（
47
人
）
の
１
．
５
倍

に
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
保
険
料
の
滞
納
者
は
42

人
で
内
訳
は
、
全
く
保
険
が

な
い
25
人
、
短
期
保
険
証
10

人
、
資
格
証
明
書
７
人
。
ま

た
、
保
険
証
が
あ
り
な
が
ら

受
診
を
控
え
る
こ
と
で
亡
く

な
っ
た
29
人
と
、
前
年
の
３

倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
や
糖
尿
病
が
多
く
、
高
額

な
医
療
費
を
心
配
し
て
病
院

に
い
く
の
を
た
め
ら
っ
た
と

分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
生
活
相
談
活
動

で
も
、
こ
う
し
た
事
態
が
う

か
が
え
ま
す
。「
払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
国
保
税
」
を

「
払
え
る
国
保
税
」
に
し
て

ほ
し
い
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　

国
保
税
は
市
民
負
担
が
重

い
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
在
の
厳

し
い
社
会
情
勢
の
中
で
は
個

人
所
得
も
上
が
ら
ず
、
医
療

費
負
担
は
増
え
て
い
る
現
状

と
考
え
て
い
ま
す
。

三
上　

負
担
の
重
く
、
高
い

国
保
税
が
年
々
引
き
上
げ
ら

れ
て
も
う
限
界
で
す
。
新
年

度
の
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長　

１
人
当
り

の
医
療
費
が
増
え
る
も
と

で
、
基
金
等
の
繰
入
も
行
い

10
％
の
引
き
上
げ
に
し
て
い

ま
す
。

三
上　

基
金
を
も
っ
と
繰
り

入
れ
、
値
上
げ
を
し
な
い
よ

う
求
め
ま
す
。
県
内
の
多
く

の
市
が
基
金
が
な
く
て
も
、

値
上
げ
を
し
な
い
こ
と
を
ま

ず
表
明
し
て
い
ま
す
。
７
月

の
新
国
保
税
が
決
ま
る
本
算

定
で
再
考
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
(1)
国
に
対
し
て
従
来
の

国
庫
負
担
50
％
に
戻
す
こ
と

（
現
在
24
％
）、
(2)
医
療
費
の

負
担
増
、
医
療
制
度
の
改
悪

を
し
な
い
よ
う
国
に
申
し
入

れ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

市
民
生
活
部
長　

国
庫
負
担

金
に
つ
い
て
は
毎
回
、
国
の

方
へ
し
っ
か
り
と
要
望
し
て

い
ま
す
。
保
険
料
に
つ
い
て

は
本
算
定
の
中
で
十
分
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
長　

ル
ー
ル
以
外
の
繰
り

入
れ
等
、
ど
の
よ
う
な
施
策

が
と
れ
る
か
将
来
的
な
見
込

み
を
た
て
る
中
で
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

 

 

三上孝子議員

 答　本算定の中で検討したい　

 問　高い国保税、
     １０％値上げに！

 

 

川上博司 議員

 答　ＪＲ側と慎重に協議してまいり
　　 たい 

 問　駅橋上化事業を白紙
　　 撤回すべきだ！
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森
田　

本
市
の
住
宅
関
連
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
定
住

促
進
対
策
・
福
祉
対
策
・
耐

震
対
策
と
し
て
の
制
度
は
あ

る
が
、
一
般
家
庭
住
宅
の
改

修
助
成
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
小
建
設
業
者
・
住
宅

関
連
業
者
の
み
な
ら
ず
、
小

規
模
事
業
登
録
者
へ
の
受
注

機
会
拡
大
と
、
地
域
経
済
活

性
化
を
図
る
た
め
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
創
設
を
強

く
望
む
。

市
長　

経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
事
業
と
考
え
て
い
る
。

国
の
交
付
金
事
業
が
活
用
で

き
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
、

前
向
き
に
取
り
組
み
を
考
え

た
い
。

森
田　

農
業
の
活
性
化
を
目

的
に
ア
グ
リ
テ
ク
ノ
矢
崎

（
株
）
と
立
地
に
係
る
基
本

協
定
を
結
び
、
高
梁
市
な
ら

で
は
の
農
業
構
築
を
図
る
た

め
研
究
開
発
を
行
う
と
し
て

い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の

か
。

市
長　

少
子
高
齢
化
の
中
で

い
か
に
効
率
化
・
省
力
化
が

可
能
か
を
念
頭
に
お
い
て
い

る
。

　

担
い
手
の
確
保
も
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
米
作
で
の
直
播

き
省
力
化
、
そ
の
他
作
目
に

お
い
て
は
、
高
梁
地
域
に
適

し
た
品
種
は
何
か
、
機
械
化

に
よ
る
収
穫
・
日
々
の
手
入

れ
に
お
い
て
の
省
力
化
も
実

証
実
験
し
た
い
。
ゲ
ル
の
皮

膜
種
子
シ
ス
テ
ム
で
発
芽
率

の
向
上
・
早
期
出
荷
体
制
も

研
究
し
た
い
。

森
田　

高
齢
農
業
者
の
活
力

が
出
る
農
業
施
策
に
つ
い

て
、
ま
た
農
産
物
・
獣
肉
加

工
施
設
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

高
齢
農
業
者
の
持
っ

て
お
ら
れ
る
プ
ロ
の
技
を
後

継
者
に
引
き
継
ぐ
ボ
ラ
バ
イ

ト
事
業
等
を
考
え
て
い
き
た

い
。

　

農
産
加
工
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
・
公
遊
休
施
設
の

活
用
を
考
え
た
い
。
獣
肉
加

工
に
つ
い
て
も
国
の
事
業
を

活
用
し
、考
え
て
い
き
た
い
。

平
成
23
年
度
予
算
に
つ
い
て

山
縣　

国
の
平
成
23
年
度
予

算
は
衆
議
院
を
3
月
1
日
未

明
に
通
過
し
た
が
、
関
連
法

案
の
成
立
が
危
ぶ
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
場
合
、
本
市
に
ど

の
程
度
の
影
響
が
あ
る
か
。

市
長　

特
例
公
債
費
法
案
、

子
ど
も
手
当
法
案
、
地
方
交

付
税
等
改
正
法
案
、
税
制
改

正
法
案
等
々
が
成
立
し
な
け

れ
ば
、
地
方
交
付
税
で
約

26
億
円
、
子
ど
も
手
当
で
は

国
庫
負
担
金
約
4.4
億
円
に
影

響
が
出
る
。
子
ど
も
手
当
法

案
が
成
立
し
な
い
場
合
は
、

恒
久
法
の
児
童
手
当
に
戻
る

の
で
シ
ス
テ
ム
の
改
修
等
で

一
定
の
期
間
が
必
要
に
な

り
、
6
月
の
支
給
に
間
に
合

わ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
や
道
整
備
交
付
金

な
ど
、
ハ
ー
ド
に
係
る
国
庫

支
出
金
に
支
障
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

山
縣　

本
市
に
は
特
別
会
計

が
多
い
が
、
一
般
会
計
に
統

合
と
か
廃
止
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
特
に
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
は
事
業

が
終
了
し
て
い
る
、
ま
た
畑

地
か
ん
が
い
事
業
の
地
元
土

地
改
良
区
で
の
対
応
、
そ
れ

に
3
つ
の
財
産
区
の
整
理
な

ど
。

総
務
部
長　

住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
、
畑
地
か
ん
が

い
事
業
に
つ
い
て
は
妥
当
と

考
え
る
が
、
会
計
統
合
に
つ

い
て
は
研
究
を
重
ね
た
い
。

老
人
福
祉
施
設
の
外
部
委
託

に
つ
い
て

山
縣　

市
直
営
の
「
特
養
」、

「
養
護
」、「
軽
費
」、「
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
」
等
5
つ
の
施
設

が
あ
る
が
、
特
に
特
養
は
県

下
１
１
５
施
設
の
内
、
市
営

は
「
鶴
寿
荘
」
と
井
原
市

の
「
星
の
郷
」
の
2
つ
で
あ

る
が
外
部
委
託
し
て
は
ど
う

か
。

市
民
生
活
部
長　

成
羽
川
荘

と
長
寿
園
を
２
０
１
３
年
に

改
築
の
計
画
な
の
で
、
統
合

し
指
定
管
理
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
施
設
も
指
定
管
理

の
導
入
を
見
据
え
て
協
議
す

る
。

鶴寿荘

 

山縣喜義 議員

 答　改築計画に併せ検討する 

森田仲一議員

 答　国の制度活用も研究し、 検討
      する
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旧城南高校川上校地

農産加工品

 問　住宅リフォーム制度
     の創設を

 問　老人福祉施設の
　　 外部委託を



Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
か
ら
み
た
高

梁
市
の
経
済
振
興
と
教
育
振

興
に
つ
い
て　
　

大
森　

新
市
庁
舎
、
高
梁
駅

橋
上
化
、朝
霧
温
泉「
ゆ
・
ら
・

ら
」
と
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園

と
周
辺
施
設
等
の
本
市
の
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
つ
い
て
、
ま

た
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
経
済

振
興
か
ら
み
た
本
市
の
ク
ロ

ス
分
析
に
つ
い
て
問
う
。

総
務
部
長　

市
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
：
分
散
し
て
い
る

機
能
の
統
合
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
、
防
災
機
能
の
向

上　

W
：
建
設
位
置
、
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
が
で
き
て
い

な
い　

O
：
合
併
特
例
債
な

ど
の
有
利
な
財
源
の
活
用

　

T
：
有
利
な
財
源
の
期
限

が
迫
っ
て
い
て
、
早
急
に
か

か
ら
な
い
と
支
援
措
置
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
。　

　

駅
橋
上
化
に
つ
い
て
は
、

S
：
財
源
の
確
保
、
JR
西
日

本
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

　

W
：
意
思
決
定
の
遅
れ　

O
：
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
等
の

整
備
が
進
む　

T
：
反
対
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
等
が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
遷
し
て
い
る
こ

と
。

　

「
ゆ
・
ら
・
ら
」
に
つ
い

て
は　

S
：
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
関
心
、
認
知
度
が
高

ま
っ
て
い
る
、
吉
備
国
際
大

学
の
存
在　

W
：
立
地
場

所
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か　

O
：
交
流
人
口
の
増
加
の
機

運　

T
：
健
康
、
観
光
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
心
配
で

あ
る
等
が
考
え
ら
れ
る
。

大
森　

市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
得
る
に
は
、
役
所
内
部

の
事
情
ば
か
り
で
は
だ
め
。

全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
、
統
一
性
の
あ
る
ビ
ジ
ョ

ン
が
重
要
。
ま
た
、
歴
史
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
歴

ま
ち
法
に
よ
る
整
備
、
レ
ト

ロ
バ
ス
の
導
入
な
ど
）
を
進

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
庁

舎
、
駅
舎
な
ど
の
建
設
も
同

じ
方
向
性
、
視
点
で
考
え
る

べ
き
で
、
そ
れ
が
ま
ち
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

思
う
。

市
長　

そ
の
よ
う
な
視
点
は

重
要
。
今
後
の
市
政
運
営
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

国
勢
調
査
に
つ
い
て

丸
山　

県
下
の
市
町
村
の
中

で
、
最
大
の
人
口
減
少
率
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
高
梁
市
の

将
来
展
望
と
そ
の
施
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

市
長　

高
梁
市
に
は
集
落
が

約
７
４
０
地
区
あ
る
中
で
、

約
３
割
に
当
た
る
２
２
０
の

集
落
が
い
わ
ゆ
る
限
界
集
落

と
言
わ
れ
る
範
疇
に
入
っ
て

お
り
、
県
下
で
一
番
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
働
く
場
所
の
確

保
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
保
持
、

生
活
交
通
手
段
の
確
保
、
子

育
て
世
代
の
方
が
住
み
や
す

い
住
宅
施
策
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
定
住
促
進
に
使

う
た
め
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー

ム
等
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
は
特
に
買
い
物
弱
者

対
策
、
交
通
弱
者
対
策
に
特

に
力
を
入
れ
、
過
疎
化
の
進

行
を
止
め
る
た
め
全
力
を
上

げ
て
取
り
組
み
た
い
。

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

基
礎
調
査
に
つ
い
て

丸
山　

基
礎
調
査
を
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
市
内
で
の
調

査
箇
所
と
危
険
箇
所
と
し
て

指
定
さ
れ
た
箇
所
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
経
済
部
長　

こ
の
調
査

に
つ
い
て
は
平
成
12
年
よ

り
始
ま
り
、
現
在
ま
で
に

１
０
５
２
箇
所
の
調
査
が

行
わ
れ
危
険
箇
所
と
し
て

３
６
５
箇
所
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。

国
土
調
査
に
つ
い
て

丸
山　

高
梁
市
は
成
羽
町
か

ら
始
ま
り
、
す
で
に
37
年
が

経
過
し
、
中
井
町
で
は
10
年

が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
調

査
が
早
く
終
了
す
る
よ
う
国

県
へ
強
く
働
き
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
。

産
業
経
済
部
長　

高
梁
市
は

他
市
よ
り
も
進
捗
率
は
93
％

と
高
く
、
県
平
均
は
83
％
で

あ
る
。
旧
市
街
地
が
残
っ
て

お
り
完
了
ま
で
あ
と
30
年
の

予
定
で
、
平
成
52
年
度
を
見

込
ん
で
い
る
。

  

  

大森一生 議員丸山茂紀 議員

 答　過疎化対策に全力をあげる  答　民間の経営感覚、 視点を活　
　　 かしながら進めていきたい　

 問　地域の経済振興と活
　　 性化について

 問　人口減少に歯止めを！

ＳＷＯＴ分析とは
　目標を達成するために意志決定を必要としてい
る組織や個人のプロジェクトやベンチャービジ
ネスなどにおける「強み（Strengths）」、「弱み

（Weaknesses）」、「 機 会（Opportunities）」「 脅 威
（Threats）」を評価するのに用いられる戦略計画
ツールの一つ、英語の頭文字のＳ . Ｗ . Ｏ . Ｔをとっ
て「ＳＷＯＴ」分析という。
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初
心
に
返
っ
た
市
政
運
営
を
！

妹
尾　

今
、
近
藤
市
政
に
対

す
る
市
民
の
評
価
は
「
近
藤

市
長
は
何
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、

「
ゆ
・
ら
・
ら
」
の
再
開
に

躍
起
に
な
っ
た
り
、
高
梁
駅

の
橋
上
化
構
想
を
高
ら
か
に

打
ち
上
げ
た
り
、
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
と
・
・
・
」
と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
。「
こ
の
ま
ま

じ
ゃ
あ
い
け
ん
で
、
な
ん
と

か
せ
に
ゃ
あ
！
高
梁
が
だ
め

に
な
っ
て
し
ま
う
で
」
と
い

う
こ
と
で
市
長
就
任
時
は
市

民
は
大
い
に
期
待
し
、『
希

望
』
を
託
し
た
。
し
か
し
、

今
は
『
失
望
』
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、こ
の
ま
ま
で
は『
絶

望
』
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ

う
し
た
厳
し
い
評
価
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長　

様
々
な
評
価
が
あ
る

こ
と
は
聞
い
て
い
る
。
一
番

で
き
て
い
な
い
の
は
「
新
た

な
発
想
で
既
存
の
概
念
を
打

ち
壊
す
」
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
。

高
齢
者
向
け
の
住
宅
に
よ
る

医
療
提
供
の
ア
ッ
プ
を

妹
尾　

高
梁
市
は
先
の
国
勢

調
査
に
よ
る
と
岡
山
県
内
で

人
口
減
少
率
が
最
も
大
き

く
、
過
疎
高
齢
化
が
一
層
進

み
、
一
人
世
帯
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
医
療
は
電
気
・
水

道
と
同
じ
よ
う
に
生
活
に

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
だ
。
広
い
地
域
で
家

が
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

は
医
者
の
往
診
に
は
限
界
が

あ
る
。
川
上
町
に
は
「
ほ
の

ぼ
の
荘
」
と
い
う
高
齢
者
住

宅
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
川
上
町
地
頭
地

区
の
既
存
の
公
共
施
設
、
空

き
家
を
利
用
し
た
高
齢
者
住

宅
を
つ
く
れ
ば
、
空
き
家
の

活
用
対
策
に
も
な
る
。
高
梁

市
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

医
療
の
集
中
的
提
供
が
で
き

る
施
策
を
展
開
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

医
療
・
福
祉
は
最
も

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
早
急

に
取
り
組
み
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

成
羽
病
院
に
つ
い
て

妹
尾　

成
羽
病
院
の
改
築
の

進
捗
状
況
と
４
月
か
ら
病
院

事
業
管
理
者
を
決
め
て
、
地

方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用

を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

病
院
事
務
長　

改
築
は
現

在
、
解
体
工
事
の
発
注
が
終

り
着
工
し
て
い
る
。
病
院
事

業
管
理
者
は
人
事
の
こ
と
で

あ
り
慎
重
に
進
め
て
い
る
。

子
育
て
支
援
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
自
治
体
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
！

宮
田　

「
子
育
て
す
る
な
ら

高
梁
市
が
一
番
」
と
市
内
外

に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
た
ら
ど
う

か
。

市
長　

子
育
て
支
援
は
将
来

を
担
う
世
代
の
育
成
を
目
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
定
住

促
進
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

宮
田　

様
々
な
支
援
策
が
あ

り
、
担
当
課
も
別
々
で
わ
か

り
に
く
い
。結
婚
か
ら
出
産
、

育
児
、
就
学
や
住
宅
取
得
な

ど
の
支
援
策
を
包
括
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
ら

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

市
立
高
等
学
校
の
展
望
を
問

う
！

宮
田　

社
会
が
多
様
化
す
る

な
か
で
宇
治
・
松
山
両
市
立

高
等
学
校
の
役
割
は
高
い
も

の
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市

の
認
識
は
ど
う
か
。

教
育
長　

最
近
、
両
高
等
学

校
と
も
若
干
生
徒
数
が
増
え

て
き
て
い
る
。

　

今
後
の
方
向
は
、
平
成
24

年
度
に
検
討
委
員
会
を
設
置

し
検
討
し
て
い
く
。

  

宮田好夫 議員妹尾直言 議員

 答　新たな発想で既存の概念を打
　　 ち壊す

 答　定住促進につながることを期  
     待する
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川上町の高齢者住宅「ほのぼの荘」

 問  「希望」が「絶望」に
     ならぬように

 問　子育てするなら
     高梁をＰＲ！



田
島　

明
治
飼
糧
用
地
購
入

に
つ
い
て
、
敷
地
内
に
は
強

い
水
源
や
屋
根
付
き
施
設
を

有
し
て
お
り
、
観
光
駐
車
場

と
し
て
の
活
用
も
含
め
行
政

財
産
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

で
き
る
整
備
を
望
む
。

教
育
次
長　

基
本
的
に
は
駐

車
場
と
し
て
活
用
す
る
が
、

屋
根
付
き
倉
庫
に
つ
い
て
は

堅
牢
で
頑
丈
な
こ
と
か
ら
、

市
有
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
保
管

や
一
部
倉
庫
と
し
て
も
活
用

す
る
。
ま
た
、
水
源
に
つ
い

て
は
安
全
に
配
慮
し
て
現
状

の
ま
ま
残
し
て
い
く
。
観
光

駐
車
場
と
し
て
の
活
用
は
、

本
来
の
目
的
で
は
な
い
が
前

向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

く
。田

島　

新
庁
舎
の
建
設

位
置
に
つ
い
て
は
、
全

員
協
議
会
で
議
員
全
員

一
致
で
現
在
地
に
建
設

す
べ
き
と
結
論
づ
け
た

が
今
後
ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

　

ま
た
図
書
館
と
の
複

合
施
設
と
す
る
考
え
も

あ
る
よ
う
だ
が
、
市
街

地
に
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
文
化
交
流
館
、
ま
た

文
化
会
館
も
あ
り
、
施

設
全
体
の
組
み
替
え
活

用
も
考
え
、
現
在
あ
る
施
設

を
有
効
活
用
し
複
合
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　

建
設
位

置
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期

に
特
別
委
員
会
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
速
や
か
に

協
議
し
最
終
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
図

書
館
の
問
題
は
図
書

館
検
討
委
員
会
で
既

に
協
議
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
新
庁
舎

と
の
複
合
的
な
施
設

に
す
る
か
ど
う
か
早
急
に
考

え
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

小
林　

昨
年
10
月
1
日
よ
り

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
市

街
地
循
環
線
の
拡
大
、
山
際

線
の
一
部
路
線
変
更
、
ま
た

有
漢
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
等

の
路
線
に
つ
い
て
状
況
、
問

題
点
を
尋
ね
る
。

市
民
生
活
部
長　

市
街
地
循

環
ル
ー
ト
の
見
直
し
と
し

て
、
利
用
者
が
少
な
い
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
実
績
と
し
て
一
便

当
た
り
、
０
．
７
２
人
程
度

の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
北
部
か
ら
南

部
へ
の
移
動
を
優
先
し
た

ル
ー
ト
変
更
を
考
え
て
い

る
。

小
林　

公
共
交
通
施
策
の
方

向
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
高
梁
市
地
域
公
共
交

通
会
議
に
お
い
て
協
議
、
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
の

足
を
守
る
必
要
性
と
独
自
の

交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
、

平
成
23
年
度
に
お
い
て
計
画

さ
れ
て
い
る
事
業
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

本
年
度
か

ら
の
新
規
事
業
の
考
え
方
と

し
て
、
既
に
策
定
し
た
「
高

梁
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の

と
な
る
よ
う
地
元
の
方
の
意

見
を
聞
く
中
で
実
証
し
て
い

き
た
い
。

小
林　

将
来
的
に
は
隣
接
自

治
体
と
連
携
し
た
連
絡
会
議

が
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

現
状
で
は
定
期
的

な
連
絡
会
議
等
の

設
置
ま
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
関

係
市
町
と
の
情
報

の
共
有
や
、
類
似

し
て
い
る
現
状
を

認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
今
後
と
も
連
携
を
取
っ

て
い
き
た
い
。

  

  

議員田島　肇 議員

 答　早急に考えを取りまとめたい  答　利用者のニーズを尊重する　

小林重樹

 問　公共交通施策をどう
     考えるか

 問　図書館は現在ある施
　　 設を有効活用すること
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「
ゆ
・
ら
・
ら
」
問
題

宮
田　
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
再

公
募
の
失
敗
に
よ
り
、
結
果

論
と
し
て
施
設
と
高
梁
市
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
、
不
必
要

な
税
金
投
入
、
副
市
長
の
辞

任
、
地
元
企
業
か
ら
近
隣
自

治
体
企
業
へ
の
管
理
者
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。

市
長　

１
年
間
の
休
館
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
、
ま
た
各

方
面
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
お
詫
び
申
し
上
げ
た

い
。

　

今
後
は
、
新
指
定
管
理
者

と
の
連
携
を
十
分
に
図
り
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
増
進
、
ま
た
安
全
・
安
心
、

に
つ
な
が
る
よ
う
な
施
設
と

し
て
い
き
た
い
。

宮
田　

市
長
は
平
成
22
年
9

月
定
例
会
に
お
い
て
「
あ
る

時
期
に
お
い
て
、
し
か
る
べ

き
責
任
を
取
る
」
と
言
及
し

て
い
る
が
、
そ
の
責
任
と
は

何
か
。

市
長　

5
月
の
「
ゆ
・
ら
・

ら
」再
開
を
区
切
り
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
一
連
の
総
括
を

し
、
私
も
含
め
責
任
の
所
在

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

新
庁
舎
と
駅
整
備

宮
田　

高
梁
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
問
題
と
、
新
庁
舎

建
設
問
題
を
き
っ
ち
り
分
け

て
考
え
、
情
報
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

検
討
協
議
会
や
議
会

の
決
定
を
真
摯
に
受
け
と

め
、
図
書
館
問
題
も
含
め
情

報
提
供
を
す
る
。
そ
し
て
高

梁
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

を
描
く
中
で
、
後
々
よ
か
っ

た
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
に
仕
上
げ
た
い
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
あ
り
方

宮
田　

市
長
は
自
身
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
中
間
評
価
を
市

民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
市

民
と
の
契
約
で
あ
り
、
評
価

を
い
た
だ
く
た
め
の
報
告
は

当
然
必
要
だ
と
考
え
る
。

 

宮田公人 議員

 答　５月の再開を区切りとして、　　
     責任の所在を明らかにする

請
願
・
陳
情

【
請
願
第
１
号
】 

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
を
求

め
る
請
願
書

◎
継
続
審
査

【
請
願
第
２
号
】

高
梁
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
に
関
す
る
条

例
の
制
定
を
求
め
る
請
願 

◎
採　

択

【
陳
情
第
１
号
】

「
岡
山
県
医
療
費
公
費
負
担
補
助
制
度
」

低
所
得
者
１
．
２
の
自
己
負
担
軽
減
に
つ

い
て
の
陳
情
書

◎
不
採
択

※
県
が
公
費
負
担
補
助
制
度
を
継
続
し
た

た
め
。

【
陳
情
第
２
号
】

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
陳
情

（
書
） 

◎
採　

択

【
平
成
22
年
請
願
第
７
号
】

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る
請
願

◎
採　

択

【
平
成
22
年
陳
情
第
５
号
】

衆
議
院
比
例
定
数
削
減
に
反
対
す
る
陳
情

書

◎
不
採
択

議
員
発
議

【
乙
議
案
第
１
号
】

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
へ
参
加
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
原
案
可
決

【
乙
議
案
第
２
号
】 

高
梁
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

※
定
数
を
22
名
か
ら
20
名
に
削
減
す
る
。

◎
原
案
可
決

【
乙
議
案
第
３
号
】

高
梁
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

※
総
務
文
教
委
員
会
の
所
管
に
政
策
統
括

監
を
加
え
る
。

◎
原
案
可
決

総
務
文
教
委
員
会
の
付
帯
決
議

　

備
中
高
梁
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
該
事
業
を
原
点
か
ら
見
直
し
、
そ
の
予

算
執
行
に
つ
い
て
も
十
分
留
意
さ
れ
た

い
。
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朝霧温泉「ゆ・ら・ら」

備中高梁駅前の様子

 問　「ゆ・ら・ら」問題の
　　総括を！


